
基幹業務システムの標準化

＜目的＞

地方公共団体の情報システムは、各自治体が個別に開発を行ってきた結果、制度改正時の改修に係る負担が大きい
ことや、全国一律の施策を迅速に実施することが難しいといった課題がある。これらの課題に対応するため、基幹業務シス
テムの統一・標準化を進めるもの。

＜国における動き＞

• 令和３年９月 地⽅公共団体情報システムの標準化に関する法律施行

➢ 対象事務の情報システムについて、国が定める標準仕様に準拠したシステムへの移行が義務づけられた。

• 令和４年10月 地⽅公共団体情報システム標準化基本⽅針閣議決定

➢ 標準化の目標期限が令和７年度末と定められた。

• 各システムの標準仕様書は令和４年９月までに公開（政令指定都市要件は令和４年度末に確定）

• 令和５年９月 基本方針を改定し、移行困難なシステムに限り期限を柔軟に設定することなどを定めた。

①住民基本台帳（住民記録）

②選挙人名簿管理（住民記録・選挙管理）

③固定資産税（税務）

④個人住民税（税務）

⑤法人住民税（税務）

⑥軽自動車税（税務）

⑦国民健康保険（国民健康保険）

⑧国民年金（住民記録）

⑨障害者福祉（福祉・保健衛生）

⑩後期高齢者医療（福祉）

⑪介護保険（介護保険）

⑫児童手当（福祉）

⑬健康管理（保健衛生）

⑭就学（住民記録・就学援助）

⑮児童扶養手当（福祉）

⑯生活保護（福祉）

⑰子ども子育て支援（子ども・子育て支援）

⑱戸籍（戸籍情報）

⑲戸籍の附票（戸籍情報）

⑳印鑑登録（住民記録）

20の標準化対象業務　　※（）内は本市の対応するシステム
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資料２



標準化全体スケジュール
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団体内統合宛名機能は、マイナンバーを用いた情報照会等を行うための機能で、団体内統合宛名番号付番や、中
間サーバとの連携を行います。

千葉市データセンター

移行困難システム

税務
国民健康
保険

・・・

標準準拠システム（住民情報系）

住民記録
印鑑登録

子ども
子育て

・・・

業務共通システム
団体内
統合宛名

ガバメントクラウド（※政府が認定するクラウドのうち、本市はAmazon Web 
Servicesを利用）

中間サーバ

・団体内統合宛名番号
・副本情報 等

業務共通システム

データ連携

・団体内統合宛名番号付番要求
・副本情報登録、照会依頼

ＬＧＷＡＮ（総合行政ネットワーク）

部門システム

保健
衛生

児童
相談所

…

中
継
サ
ー
バ

オブジェクトス
トレージ（※）

次期業務共通システムの概要（団体内統合宛名機能）

中間サーバとの連
携時に、一時的に業
務共通システムで特
定個人情報を保存
する。

※ クラウド上のデータ保管領域。データサイズやデータ数の保存制限がないため、大容量データの保管に適している。
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・標準準拠システムと連携し、住民・住登外者を一意に特定する「団体内統合宛名番号」
を付番。

・各システムの業務宛名番号と団体内統合宛名番号を管理。

団体内統合宛名番号
付番・提供

中間サーバ連携

・副本情報等を各業務システムから受信し、中間サーバーに送信する
・各業務の宛名番号を団体内統合宛名番号に変換し、中間サーバ経由で他自体への情報照
会を実施。

・照会結果を中間サーバから受領し、各システムへ回答を連携する。



データ連携機能は、住民情報系システムとの連携を中継する機能であり、必要に応じてシステム毎に異なる
文字コードの変換や、通信暗号化を行います。

千葉市データセンター ガバメントクラウド

業務共通システム中
継
サ
ー
バ

オブジェクト
ストレージ

データ連携機能

・レイアウト変換

・文字コード変換

部門システム

児童相談

あなたに
お知らせ

・・・

移行困難システム

税務

国民健康保険

・・・

標準準拠システム（住民情報系）

住民記録・
印鑑登録

標準準拠システム（部門）

選挙管理 ・・・

標準準拠システム

外付け
システム

・・・

業務共通システム

団体内
統合宛名

不開示
情報共有

千葉市DCと団体内統合宛名の連携の場合は、オブジェクト
ストレージを経由しません

暗号化通信
（SFTP)

文字
コードB

文字
コードA

暗号化通信
（SFTP)

次期業務共通システムの概要（データ連携機能）
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システム稼働環境の変更

千葉市データセンター

中間サーバ

・団体内統合宛名番号
・副本情報 等

・団体内統合宛名番号付番要求
・副本情報登録、照会依頼

個人番号利用事務系

千葉市データセンター

移行困難システム

ガバメントクラウド

税務 国民健康保険
保健衛生

（健康管理）

中間サーバ

・団体内統合宛名番号
・副本情報 等

・団体内統合宛名番号付番要求
・副本情報登録、照会依頼

・・・

移行困難システム

福祉
（後期高齢含む）

こども子
育て

介護 国民年金

標準準拠システム

住民記録

税務
国民健康
保険

・・・

住民記録 福祉 保健衛生
現行

次期

業務共通システム

団体内統合宛名
データ連携

業務共通システム

データ連
携

業務共通システム
団体内
統合宛名
※標準化

住民記録システム、福祉システム
等のガバメントクラウドへ移行し
たシステム間の連携は、業務共通
システムを介さない連携となる点
が現行との変更点
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福祉システムとこども子育
てシステムは移行困難シ
ステムだが、ガバメントクラ

ウドへ移設する



ガバメントクラウドとは、地⽅公共団体が標準準拠システム等を利用するため、政府が提供するクラウドサービス。現時
点でサービス提供事業者は４社（AWS：Amazon、GCP：Google、OCI：oracle、Azure：Microsoft）
あり、本市では原則AWSを利用することとしている。

ガバメントクラウドとは

Ａ市

独自
システム

独自の
クラウド環境

独自
システム

自庁舎内に
環境構築

自治体による利用のイメージ

・・・

現 状 ガバメントクラウド移行後

Ｂ市

・1,700の自治体がそれぞれ独自の環境を構築。
・システムについても、各市独自のものを利用。
・システム利用料や環境維持費が高額。

標準準拠
システム
（Ａ市）

標準準拠
システム
（Ｂ市）

・・・

Ａ市データ

共通的な基盤・機能

Ｂ市データ ・・・

Ａ市 Ｂ市

ガバメントクラウド

・複数事業者が、標準準拠システムをクラウド上に構築。
・全国一律で実施する施策が迅速に実施可能

【抜粋】地方公共団体情報システムの標準化に関する法律
第十条 地方公共団体は、デジタル社会形成基本法第二十九条に規定する国による環境の整備に関する措置の状況を踏まえつつ、当該環境に

おいてクラウド・コンピューティング・サービス関連技術を活用して地方公共団体情報システムを利用するよう努めるものとする。
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評価書の修正内容① （業務共通システムの機能変更）

Ⅰ 基本情報 ２ 特定個人情報ファイルを取り扱う事務において使用するシステム

「業務共通システム」 ②システムの機能

変更前の記載 変更後の記載

１．統合データベース管理機能
各業務システムで管理する個人情報を取得し、一般財団法

人全国地域情報化推進協会（ＡＰＰＬＩＣ）が定める「地域
情報プラットフォーム標準仕様」に準拠したデータ形式で保
存・管理する。

２．団体内統合宛名番号付番機能
団体内統合宛名番号が未登録の個人について、新規に団体

内統合宛名番号を付番し、各業務システムの宛名番号と紐づ
けて管理する。

３．データ連携機能
（１）庁内における各業務システムからの要求に基づき、統合

データベースで管理する住民情報等を連携する。
（２）中間サーバーとの情報連携を行う。

４．権限管理機能
（１）各業務システム及び業務共通システムを利用する職員の

認証を一元的に行う。
（２）統合データベースへのアクセス制御を行う。

●標準化前の現行システムに関する内容
同左

●標準化後の次期システムに関する内容
１．団体内統合宛名機能
（１）団体内統合宛名番号が未登録の個人について、新規

に団体内統合宛名番号を付番し、各業務システムの宛
名番号と紐づけて管理する。

（２）中間サーバーとの情報連携を行う。

２．データ連携機能
庁内における各業務システムからの要求に基づき、住民

情報等ファイルを連携する。
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評価書の修正内容② （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅱ 特定個人情報ファイルの概要 ６．特定個人情報の保管・消去

①保管場所

変更前の記載 変更後の記載

＜千葉市における措置＞
・業務共通システムで取り扱う特定個人情報は、２４時間
３６５日有人による入退館管理を実施している建物の中
で、さらに入退室管理を行っている部屋（サーバ室）に
設置している施錠管理されたラックに搭載したサーバ内
に保管する。

（注） 生体認証にて、サーバ室に入退室する者の特定と、
金属探知機による持込・持出物品を確認する等の管理
を行う。

・既存住民基本台帳システムで取り扱う特定個人情報は、
静脈認証により入退室管理を行っている部屋に、施錠管
理したサーバラックに設置したサーバ内に保管する。

・電子記録媒体及び紙媒体は、担当部署において保管し、
保管場所は施錠管理している。また、鍵の種類、個数、
保管場所については、情報セキュリティ対策実施手順に
基づき管理する。

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
①サーバ等はクラウド事業者が保有・管理する環境に設置
し、設置場所のセキュリティ対策はクラウド事業者が実
施する。なお、クラウド事業者はISMAPのリストに登録
されたクラウドサービス事業者であり、セキュリティ管
理策が適切に実施されているほか、次を満たすものとす
る。
・ISO/IEC27017、ISO/IEC27018 の認証を受けているこ
と。

・日本国内でのデータ保管を条件としていること。
②特定個人情報は、クラウド事業者が管理するデータセン
ター内のデータベースに保存され、バックアップも日本
国内に設置された複数のデータセンターのうち本番環境
とは別のデータセンター内に保存される。
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評価書の修正内容③ （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅱ 特定個人情報ファイルの概要 ６．特定個人情報の保管・消去

③消去方法

変更前の記載（住民基本台帳の例） 変更後の記載

＜千葉市における措置＞
・住民票の消除後150年を経過したデータについては、一定
の基準日を設けて、毎年一括してシステム処理により当
該情報を一括消去する。

・電子記録媒体は、保存期間経過後、物理的破壊又は専用
ソフトを利用して完全に消去する。

・紙媒体は、保存期間経過後、機密文書の処分業務を委託
している業者により消去する。

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
①特定個人情報の消去は地方公共団体からの操作によって
実施される。地方公共団体の業務データは国及びガバメ
ントクラウドのクラウド事業者にはアクセスが制御され
ているため特定個人情報を消去することはない。

②クラウド事業者がHDDやSSDなどの記録装置等を障害や
メンテナンス等により交換する際にデータの復元がなさ
れないよう、クラウド事業者において、NIST 800-88、I
SO/IEC27001等にしたがって確実にデータを消去する。

③既存システムについては、地方公共団体が委託した開発
事業者が既存の環境からガバメントクラウドへ移行する
ことになるが、移行に際しては、データ抽出及びクラウ
ド環境へのデータ投入、並びに利用しなくなった環境の
破棄等を実施する。

9



評価書の修正内容④ （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅲ 特定個人情報ファイルの取扱いプロセスにおけるリスク対策

７．特定個人情報の保管・撤去 リスク１ 特定個人情報の漏えい・滅失・毀損リスク

⑤物理的対策

変更前の記載 変更後の記載

【千葉市における措置】
・特定個人情報の漏えい・滅失・毀損を防ぐため、以下の
物理的対策を行っている。

＜サーバー室について＞
略

＜区役所等執務室について＞
略

＜その他の対策＞
略

＜電磁的記録媒体の保管について＞
略

【遠隔地保管】
略

【中間サーバー・プラットフォームにおける措置】
略

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
①ガバメントクラウドについては政府情報システムのセ
キュリティ制度（ISMAP）のリストに登録されたクラウ
ドサービスから調達することとしており、システムの
サーバー等は、クラウド事業者が保有・管理する環境に
構築し、その環境には認可された者だけがアクセスでき
るよう適切な入退室管理策を行っている。

②事前に許可されていない装置等に関しては、外部に持出
できないこととしている。

③日々のデータについては、ガバメントクラウドの機能に
より遠隔地保管を行う。
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評価書の修正内容⑤ （ガバメントクラウドへの移行）

同前 ⑥技術的対策
変更前の記載 変更後の記載

【千葉市における措
置】
特定個人情報の漏えい
・滅失・毀損を防ぐた
め、以下の技術的対
策を行っている。

（１）不正プログラム
対策
略

（２）不正アクセス対
策
略

【中間サーバー・プ
ラットフォームにおけ
る措置】

略

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
①国及びクラウド事業者は利用者のデータにアクセスしない契約等となっている。
②地方公共団体が委託したASP(「地方公共団体情報システムのガバメントクラウドの利用に
関する基準【第1.0版】」（令和４年１０月 デジタル庁。以下「利用基準」という。）に
規定する「ASP」をいう。以下同じ。)又はガバメントクラウド運用管理補助者（利用基準
に規定する「ガバメントクラウド運用管理補助者」をいう。以下同じ。）は、ガバメントク
ラウドが提供するマネージドサービスにより、ネットワークアクティビティ、データアクセ
スパターン、アカウント動作等について継続的にモニタリングを行うとともに、ログ管理を
行う。

③クラウド事業者は、ガバメントクラウドに対するセキュリティの脅威に対し、脅威検出や
DDos対策を24時間365日講じる。④クラウド事業者は、ガバメントクラウドに対し、ウイ
ルス対策ソフトを導入し、パターンファイルの更新を行う。

⑤地方公共団体が委託したASP又はガバメントクラウド運用管理補助者は、導入しているOS
及びミドルウエアについて、必要に応じてセキュリティパッチの適用を行う。

⑥ガバメントクラウドの特定個人情報を保有するシステムを構築する環境は、インターネット
とは切り離された閉域ネットワークで構成する。

⑦地方公共団体やASP又はガバメントクラウド運用管理補助者の運用保守地点からガバメント
クラウドへの接続については、閉域ネットワークで構成する。

⑧地方公共団体が管理する業務データは、国及びクラウド事業者がアクセスできないよう制御
を講じる。 11



評価書の修正内容⑥ （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅲ ー ７．特定個人情報の保管・撤去

リスク３ 特定個人情報が消去されずいつまでも存在するリスク

③消去手順 手順の内容

変更前の記載（住民基本台帳の例） 変更後の記載

次の手順で情報の消去を行っている。
①区政推進課から情報システム課へ定期的にデータ消去の
システム作業依頼書を提出する。

②依頼書に基づき、情報システム課で住民基本台帳データ
ベースから一定の基準日時点における消除後150年経過し
た特定個人情報を抽出し、その一覧表・件数表を作成す
る。

③作成した一覧表・件数表については、住民基本台帳を所
掌する住民登録地の各区役所市民課において、廃棄決裁
を行う。

④決裁終了後、区政推進課、情報システム課が、廃棄日を
もって、システム処理により当該情報を一括消去する。

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
データの復元がなされないよう、クラウド事業者において、
NIST 800-88、ISO/IEC27001等に準拠したプロセスにした
がって確実にデータを消去する。
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評価書の修正内容⑦ （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅳ その他のリスク対策

１．監査 ②監査 具体的な内容

変更前の記載 変更後の記載

情報セキュリティ対策に係る指導を担当する部署が、特定
個人情報を取扱う部署における情報資産の取り扱いに関す
る内部監査を定期的に行う。また、指摘事項については優
先順位を付けて順位の高いものから改善に努めている。
【主な確認項目】
・情報セキュリティ対策のうち職員が守るべき内容を遵
守する旨の誓約書の提出状況

・不要となった情報資産の管理状況
・特定個人情報が記載された紙（申請書等）及び電子記
録媒体の管理状況

・システム利用職員に対するセキュリティ対策に係る教
育の実施状況

＜中間サーバー･プラットフォームにおける措置＞
①運用規則等に基づき、中間サーバー・プラットフォーム
について、定期的に監査を行うこととしている。

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
ガバメントクラウドについては政府情報システムのセキュ
リティ制度（ISMAP）のリストに登録されたクラウドサー
ビスから調達することとしており、ISMAPにおいて、クラ
ウドサービス事業者は定期的にISMAP監査機関リストに登
録された監査機関による監査を行うこととしている。
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評価書の修正内容⑧ （ガバメントクラウドへの移行）

Ⅳ その他のリスク対策

３．その他のリスク対策

変更前の記載 変更後の記載

＜中間サーバー･プラットフォームにおける措置＞
①中間サーバー・プラットフォームを活用することにより、
統一した設備環境による高レベルのセキュリティ管理（入
退室管理等）、ITリテラシの高い運用担当者によるセキュ
リティリスクの低減、及び技術力の高い運用担当者による
均一的で安定したシステム運用、監視を実現する。

左記に次の記載を加える。

＜ガバメントクラウドにおける措置＞
ガバメントクラウド上での業務データの取扱いについては、
当該業務データを保有する地方公共団体及びその業務デー
タの取扱いについて委託を受けるASP又はガバメントクラ
ウド運用管理補助者が責任を有する。ガバメントクラウド
上での業務アプリケーションの運用等に障害が発生する場
合等の対応については、原則としてガバメントクラウドに
起因する事象の場合は、国はクラウド事業者と契約する立
場から、その契約を履行させることで対応する。また、ガ
バメントクラウドに起因しない事象の場合は、地方公共団
体に業務アプリケーションサービスを提供するASP又はガ
バメントクラウド運用管理補助者が対応するものとする。
具体的な取り扱いについて、疑義が生じる場合は、地方公
共団体とデジタル庁及び関係者で協議を行う。
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